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研究の独自性・アピール点

　人間の顔を主テーマとする研究が活発化する中，表情表出の多様性やタイミング構造を扱った研究で，
川嶋は，EkmanらのFACSで記述できる表情は静的なものに留まり，時間的な表情変化の描写はできないと
指摘している．また，理研の山口は，特定の脳波に合わせて神経細胞が協調して働くことから，「脳はリ
ズムで経験を記憶する」と述べている．これらの研究結果から，表情の表出プロセスにも脳内の神経細胞
が刻むリズムの関与が推察される．申請者は，被験者10名を対象に7 週から20 週の表情変化と心理的ス
トレス反応の関係性を解析し，表情の種別と慢性的ストレス値の経時変化に個人固有な相関関係の存在を
確認した[1][2][3]．本研究のように，頭部の姿勢（顔向き・視線）と表情が有する複合情報を同時に扱
い，かつこれら複合情報の経時変化を生体が刻むテンポとリズムという斬新な切り口から統合する手法
は，これまで提案されていない.
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　会話時のうなずき・首振り動作や情動変化が表れ易い顔表情が発する多様な信号は，機械が人間を非接
触・非侵襲的に観測し，自ら歩み寄るための状態推定技術の確立には必須な情報源であるにもかかわら
ず，これら複合情報を十分に生かした実用化の例は少ない．特に，顔の向きや表情の時系列変化から人間
の意図やストレス状態を推定・可視化する試みには，扱う情報源に潜在する個体差や時空間変化へのロバ
ストな対応の難しさがある．本研究では，頭部の姿勢や表情の空間的変化を覚醒度で定量化するロバスト
なアルゴリズムを提案し，覚醒度の時間変化に潜む固有なテンポとリズムを揺らぎ解析することで，心理
的内部状態を確率推論可能なモデルを開発する．単眼カメラを用いた非接触・非侵襲的計測に基づく人間
の状態推定技術の確立には，顔が発する顔の向き，視線，表情変化などの多様な情報を同時に，かつ複合
的に扱うことが求められる．すなわち，会話時の頭部の姿勢と表情の時系列変化をロバストに定量化し，
生体が刻む固有のテンポとリズム活動に着目することで，人間の心理的内部状態（意図・ストレス）を可
視化する手法の開発を目標とする．
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期待される成果・波及効果

　実用化時の融通性に優れた単眼カメラによる非接触・非侵襲的計測に基づき，人間の顔が発する複合情
報（顔向き・視線・表情）の経時変化をロバストに定量化し，かつ生体が刻む固有のリズム活動を可視化
することで，人間の心理的内部状態を確率推論する手法は，他に例がなく独創性・革新性が極めて高い．
本技術を確立することで，以下の産業応用が期待できる．
① ストレス発見器（健康管理産業）：
自身の自発的表情を日常的に記録することで，心理的ストレスレベルを推定する．
② 運転時のストレス反応検知による安全運転支援（自動車産業）：
焦り・イライラによる安全不確認や疲れ・眠気による漫然運転に繋がるドライバ固有の予兆信号を検出す
ることで，非接触・非侵襲的計測に基づく危険運転予測システムを実現する．
③ 相性診断や自然な笑顔の表出度チェックを可能にする接客支援（サービス産業）：
自発的および非自発的表情のテンポとリズムのゆらぎ解析による心地良さを定量評価することで，男女間
の相性診断や笑顔による接客訓練を可能にする．
④ 感情・意図の確率推定によるコミュニケーション支援（ロボット産業）：
人間への問い掛けと心理的反応状態の因果関係を，心地良さの程度を示す指標を用いてモデル化すること
により，意図推定に有効なメタ知識（顔の印象空間）を獲得する．
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